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２００３年１１月１１日（火）午後６時より、渥美財団

評議員で日本紛争予防センター会長の明石康氏をお迎え

して「渥美奨学生の集い」が開催されました。明石氏は、

今後国際協調のために留学生の役割がますます大切にな

ることを提起された後、元国連事務次長時代にカンボジ

アと旧ユーゴスラビアで地域紛争の平和調停を務め、現

在は日本政府代表としてスリランカ調停にあたられてい

るご自身の体験に基づき「民族紛争―どうして起こるか、
どう解決するか」というお話をしてくださいました。「民

族」とは主観的なものである。カンボジア、旧ユーゴス

ラビア、ソマリア、ルワンダなどの事例から原因はさまざまであるが、貧しいことだけでは紛争は起こらず、

格差がある場合に問題が起こる。解決へ向ける方法もたくさんあり、スリランカでは経験豊富なノルウェイ

の専門家と一緒に、いろいろなことを試してみている。国連は当該国の協力がある場合に効果的な問題解決

ができる。そして、現在は、紛争が起きる前に対処するためにＯＤＡが使えるようにしようとしていること

等を教えていただきました。また、今後の懸念

としてメディアをとりあげ「正しく報道される

のは２割くらい」と指摘されました。その後の

質疑応答では、紛争の原因としては経済格差と

同時にいじめや恨みも考えなければならないこ

と、国連の地位をあげるために安全保障理事会

の改革が検討されていること、ＯＤＡを各国政

府に与えるとますます格差が増すので現在はＮ

ＧＯへの支援が進んでいることなど、丁寧にお

答えいただきました。この講演の内容は、ＳＧ

ＲＡレポートとして発行されています。 
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